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『BD ベリターTM システム Flu』 

インフルエンザウイルスキット  － 発熱後のインフルエンザウイルス検出性能について － 

 

質問：発熱直後はウイルス抗原が体内で十分量に達していないためインフルエンザウイルスキット 

が偽陰性を示すと言われていますが、BD ベリターTM システム Flu を用いた臨床データは 

ありますか？ 
 

イムノクロマト法において、発熱後 12 時間以内に初回判定が陰性で 12 時間以降の再検査で陽性に転じた

偽陰性率の割合が 29％であったとの報告 1) がありますが、BD ベリターTM システム Flu での同様の検討デー

タはございません。 

一方、ウイルス分離培養を基準としたイムノクロマト法の検出感度につきましては、発熱から 3 時間未満、

3～6 時間、6～9 時間、9～12 時間について、インフルエンザウイルス A 型で 76.9%、 76.1%、 78.6%、 85.7%、

インフルエンザウイルス B 型で 61.6%、66.2%、64.2%、84.8%と 12 時間未満での検出感度は低く、発熱からの

時間の経過とともに検出感度があがるとの報告 2) があります。BD ベリターTM システム Flu を用いたウイル

ス分離培養を基準とした検出感度を検討した社内データを下記に報告いたします。 

 

～BD ベリターTM システム Flu での検討～       (%)  Flu A 培養法との一致率 

 
「インフルエンザウイルス A 型」 

 

発熱後 
本品  

陽性数 

培養法  

陽性数 
一致率 (%) 

0～6 時間 5 5 100 

6～12 時間 9 10 90.0 

12～24 時間 26 27 96.3 

24 時間以上 10 10 100 

 

～BD ベリターTM システム Flu での検討～        (%)  Flu B 培養法との一致率 

 
「インフルエンザウイルス B 型」 

 

発熱後 
本品  

陽性数 

培養法  

陽性数 
一致率 (%) 

0～6 時間 14 16 87.5 

6～12 時間 17 20 85.0 

12～24 時間 56 60 93.3 

24 時間以上 39 39 100 

 

以上のとおり、BD ベリターTM システム Flu の 12 時間未満のウイルス分離培養を基準とした検出感度は A

型においては 90％以上、B 型においては 85%以上ありました。本品による検査結果に関しては他の検査結果及

び臨床症状を考慮して総合的に判断いただきますようお願いいたします。 
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